
点数　各項目20点満点

No タイトル 投稿者 受賞月 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1100 じいちゃん てちてち 11月度 大赤見ノヴ 15 15 19 19 18 86 個人的にすごく好きです。この短さで「かわいさ」がある話しは初
めてなんじゃないでしょうか？

1100 じいちゃん てちてち 11月度 毛利嵩志 12 18 20 20 20 90 何も言うことはない完成度の高さ。どうしても「怖さ」の点で割を
食ってしまうが、この短い文章にじいちゃんの人柄と「俺」や親族
の愛情を浮かび上がらせているのはすごいと思う。

1100 じいちゃん てちてち 11月度 一般審査員A 12 12 12 17 13 66 なんだかほっこりするような話でしたね。お爺ちゃんとしては孫の
誕生日に現れてやると息巻いているけど、いざ亡くなったら思って
いたのとは違ったか、生前の意識のまま本当に忘れてしまったの
か。どっちなのか分からないけど、いずれ亡くなって向こうの世界
に行ったときに、すべて理解できるのかな。

1100 じいちゃん てちてち 11月度 一般審査員B 5 10 15 18 18 66 怖さは微塵もないんですがホッコリが止まらない話で死んだ人の話
なのに悲しくなくて、優しい気持ちになれる話でした。感謝。

1100 じいちゃん てちてち 11月度 一般審査員C 17 17 17 18 17 86 ほっこりみじ怪談。怖いだけが怪談では無いクスッと笑えてハート
フル。なかなかありそうで無い切り口に読んでいて満足。急に何の
前触れも無く出る幽霊は怖いものですが、予告したら怖くないと思
います（個人的にですが）＋頭を抱える霊！想像するだけで面白い
です。霊もボケるのか？それとも生前から？なのか色々考察もして
いきたい作品。霊も元々は人間だったんだなぁと改めて思い知らさ
れた良作。

1100 じいちゃん てちてち 11月度 一般審査員D 14 16 17 18 18 83 爺ちゃん可愛すぎてとてもほのぼのしたいい話！ノスタルジー怪談
かと思いきや、うっかり者の爺ちゃんのおかげで怪談というよりい
い家族のお話になっているのがとてもいい。かわいい孫の誕生日忘
れたらダメですよ！とつい突っ込みを入れたくなってしまうテンポ
のいい文書も読みやすく、読んでいるこちらも思わずにやっとして
しまうほど引き込む力があると思います。短編ならではのさくっと
読めるいい話だと思いました。

1100 11月度 一般審査員E 15 20 20 20 20 95 再度読んでもクスっと笑えてほっこりしました。亡くなってもおっ
ちょこちょいな性格は変わらなくて、可愛いお爺ちゃんなんだろう
なと思いました。怖さは無くても、こういうジャンルの怪談は大好
きです。

1100 11月度 一般審査員F 15 16 16 19 16 82 怖いというよりは、どこか心が暖まるほっこりする怪談でした。怖
いだけが怪談じゃない、こういうお話があったっていいじゃない
か、と思わせてくれるような、そんなお話。おじいちゃんの人柄が
よく表れていて、死んでしまっても皆が笑って、『もう、仕方ない
おじいちゃんだなぁ』って思わせてくれる、そんなおじいちゃんが
可愛すぎます。孫の誕生日に幽霊になって会いに来る、と生前言っ
ていたけど、肝心の誕生日を忘れちゃったんだね(笑)。ストレート
に本人の夢に現れず、周りの人達の夢枕に立っているところも何だ
か可愛く思えます。

1100 11月度 一般審査員G 15 18 18 18 18 87 ほっこりする怪談、良いですねぇ！おどろおどろしい怪談も良いで
すけど、こんな感じのハートウォーミングな話も好きです！自分が
おじいちゃんおばあちゃんっこだった事もあるので、お年寄りが出
てくると気持ちが入ってしまいます。この話のおじいちゃんも人柄
が伝わってきて、この方との関係性の良さが分かりますね！怖さの
点は低めですけど、他の点は全て高評価を付けさせていただきまし
た。ちょっと心暖まる素敵なお話しだったと思います。

1100 11月度 一般審査員H 5 5 15 20 15 60 唯一のほっこり系ショート怪談。おそらく1〜3月ではグランプリに
なれなかったのではないでしょうか。鋭利な怪談に疲労感を感じて
いた11月にこの温もりが脳に染みました。ただ恐怖な描写を並べる
だけではグランプリになれない事を象徴するような怪談だと思いま
す。

1100 11月度 一般審査員I 12 12 15 16 12 67 このお話、好きです。おじいちゃん優しいし可愛いし無事誕生日に
お孫さんのとこに出てあげられたらいいのだが。頑張れじいちゃん

1100 じいちゃん てちてち 11月度 一般審査員J 15 15 15 18 17 80 主人公の亡くなってしまった祖父が夢枕に経とうと思っても建てな
い非常におもしろほっこりする話だった。
亡くなった祖父の描写がとてもユーモアがあるところが良かった。

1100 じいちゃん てちてち 11月度 一般投票 - - - - - 13 -
合計 152 174 199 221 202 961

No タイトル 投稿者 受賞月 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

712 金髪 大福餅 8月度 大赤見ノヴ 15 17 15 16 15 78 ラストで一気に持って行く構成で、これぞショート怪談という作
品。ユーモアさもしっかり入ってるのがにくいですねw

712 金髪 大福餅 8月度 毛利嵩志 18 18 20 18 18 92 最後に落とす作品が少なくない中でも、一度別方向（しかもユーモ
ラスな方）に逃げておいてから落としてくる技巧的なパターン。そ
れを着想しただけでなくしっかり形にしているのは◎。

712 金髪 大福餅 8月度 一般審査員A 14 12 15 15 14 70 髪を剃り落とされた女性の死体って、もしかして旦那さんがやった
のかな。ならばやばいですよ。クローゼットの奥から知らない女性
の遺体が出てきたら別の意味で修羅場。この後何が起きたのかは分
からないけど、警察が来て夫は連れて行かれたんだろうな。それに
しても、長い金髪の髪の毛が出てからしどろもどろになる夫がリア
ルでした。

712 金髪 大福餅 8月度 一般審査員B 8 10 12 13 14 57 怖さとキショさのコラボですね。ですが、奥さんもいるのにどのよ
うにして金髪の人を連れてきて殺したんでしょうかね。冒頭にひと
言、単身赴任先に妻が来た。と書いて欲しかったです。

712 金髪 大福餅 8月度 一般審査員C 16 16 17 17 16 82 もうサイコーにサイコパスな夫。追い詰められて咄嗟に言ってし
まったんでしょうねぇ笑えました( ‘-^ )bやばい事態を更にやばい事
態で上塗りするのは客観的に見てシュールな展開で良かったです。
殺した人の皮膚や髪の毛で電気スタンドのカバーや本の革装丁を、
骨で家具を作る実在した殺人鬼を彷彿させる職人気質？も想像出来
ました。ユーモア怪談。

712 金髪 大福餅 8月度 一般審査員D 14 16 17 16 19 82 想像していた展開とは違う結末に、はっとさせられたお話でした。
人毛のカツラを作ろうとした夫の発想が一番気持ち悪いです…

712 金髪 大福餅 8月度 一般審査員E 18 18 20 20 20 96 再度読んでも怖かった。出だしの書き方に引きこまれました。最後
のどんでん返しが秀逸で、前回も書きましたが、貰ってから殺した
のか？亡くなっていたのを貰ったのかで恐怖の度合いがかなり違っ
てきます。こういう考察が出来るのがたまらなく怖いです。

712 8月度 一般審査員F 17 16 17 17 18 85 最初、単に浮気が発覚した夫婦の修羅場なのかと思って読んでいた
ら、これがまさかの殺人だったとは…。しかも、浮気の話かと思い
きや、そういう事じゃなくて、コミケに行きたかったから金髪のか
つらを用意した、そして、そのかつらは売っていたものではなく
て、金髪の女性を手にかけ、その女性の頭から剃り落としたもの
だった、という恐ろしい展開。コミケに行きたい、という理由など
はユーモアが感じられますが、やっている事はサイコパスだし、髪
を貰ったと言い放つ夫はヤバイし怖い。

712 8月度 一般審査員G 15 15 18 15 18 81 人怖なんでしょうね…怖さというか気持ち悪さが2度襲ってくる感
じ…面白いですね。また怪談には珍しくちょっとクスッとする所
（旦那さんの金髪ウィッグの件）もあったので、ユーモアの点は少
し高めを付けました。また最後のオチも「そー来たか！」とビック
リしたので、意外性等も高得点としました。しかし殺してまで髪の
毛欲しかったの⁈それとも何かあって殺しちゃって言い訳作りに髪
を剃ってウィッグを作ったのか⁈色々と疑問点は残りますが、
ちょっと新しい怪談だなぁと思いました。

712 8月度 一般審査員H 15 10 10 15 15 65 何度読んでもこの怪談キショいんですよね…8月でコミケのシーズ
ンもあって記憶に焼きつく怪談です。こんな修羅場は絶対経験した
くないです。8月の書評でも書かせて頂いたのですが、状況説明に
プラスして残虐さが伝わる描写があれば、より鋭利な怪談になって
いたと思います。

712 金髪 大福餅 8月度 一般審査員I 14 12 11 12 14 63 コミケに行きたいから金髪のカツラをかったのではなく、殺して髪
を奪う。それを平気で身につけるのはサイコパスそのものだなと。
奥さん金髪じゃなくてよかったなと思いました

712 金髪 大福餅 8月度 一般審査員J 17 17 15 15 15 79 サイコパスのような話で自分の欲望のために他人の物を踏みにじる
ヒトコワとして、非常に怖く感じました

712 金髪 大福餅 8月度 一般投票 - - - - - 2.2 -
合計 181 177 187 189 196 932.2

No タイトル 投稿者 受賞月 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

591 2022年、夏 柳家花ごめ 6月度 大赤見ノヴ 17 17 18 17 19 88 よくこれだけの短さでガラッと展開させましたね…ヤバいですよ、
このうまさ。作品を見てから作者を見て、ニヤニヤしちゃいました
w

591 2022年、夏 柳家花ごめ 6月度 毛利嵩志 15 15 18 18 20 86 最後の一行でひっくり返す作品は少なくないものの、ここで「新
古」の時間軸も逆転させるのは恐れ入りました。そのアイデアを邪
魔しないように怖がりどころ（黒い目の女）を入れてるのも◎。

591 2022年、夏 柳家花ごめ 6月度 一般審査員A 16 17 16 16 18 83 ナナフシギのチャンネルにも出てきた柳家花ごめさんが投稿した話
ですけど、ほんと不思議な話でした。その時だけ主人公が異世界に
行ってしまったのか？　それとも未来の学生たちが紛れ込んでし
まったのか？　よくわからないけど、もしいきなりそんな会話を聞
いてしまったら怖いです。

591 2022年、夏 柳家花ごめ 6月度 一般審査員B 8 10 12 10 14 54 もし同じ体験をしたとしても、あんまり怖く無いなって思っちゃい
ました。ただ時間軸のズレている怪談を聞いただけですよね。

591 2022年、夏 柳家花ごめ 6月度 一般審査員C 16 17 17 17 17 84 おおっ短いお話の中で事態が二転三転と展開しており、読み応えが
ありました。コロナが20年も前？これは未来人なのか？そして誰も
いなかった?!幽霊かい！と畳み掛けそして駆け抜けてゆく名付けて
疾走怪談。読んでいて心地良さすらありました。シチュエーション
としても新しく他の怪談とはまた違うジャンルを開拓した令和版怪
談。

591 2022年、夏 柳家花ごめ 6月度 一般審査員D 12 16 17 18 17 80 何度読んでもわくわくさせてくれる大好きな短編作品！誰の身にも
起きそうで起きないシチュエーションでこの方と一緒にはっとさせ
てくれるテンポの良さが気持ちいいです。実際にこういう話が20年
後に行われていそうな期待感もあり、現在リアルタイムで見聞きす
る都市伝説できな怪談シチュエーションもありとても面白いです。
この方が一瞬違う世界へ行ってしまったのか、そこで未来に起こる
出来事が時間軸の歪みで見えてしまったのか。怖さよりも不思議な
話で個人的にとても好きです。

591 6月度 一般審査員E 10 10 15 10 15 60 コロナ禍で数年前の良くある怪談話かと思ったら２０年前？だとし
たらタイムリープ？そして誰も居ない？何回も展開が有って面白い
お話でした。ただ怖さは少なかったかなと思います。

591 6月度 一般審査員F 17 17 17 16 16 83 単に幽霊が出た、という話ではなく、会話の主達が未来人だった？
というような捻りのある、怖いというのか、不思議なお話。他人の
会話にふと聞き耳を立ててしまう事はあるけれど、自分も怪談好き
だから、怖い話とか聞こえてきたら、たぶん聞き耳を立ててしまう
に違いない。コロナが20年前という事は、2040年頃の時代の人達
が現れて会話していた、って事になるんでしょうけど、未来でも学
生達はやはり居酒屋に行くのでしょうか(笑)。

591 6月度 一般審査員G 18 16 16 10 18 78 強烈な怖さというよりも読み終えた後からじわじわと感じる怖さが
良いですね〜。なので高得点！しかも何か時空を超えた様な？不思
議な感覚にもなるお話しで、とても面白いなぁと感じました。やっ
ぱりオチですよね…まさか⁇なオチ。なので意外性も高得点です。
こういった裏切られ方なお話しは個人的に好きなので、数回読んで
しまいましたwそこの場所ではよくある現象なのかなぁ？その場
所、土地にも興味があります〜

591 6月度 一般審査員H 10 10 20 15 20 75 時事ネタの使い方が本当に上手い。歴史に残る出来事だからこその
言い回しに何度読んでも感動しますね。今回各月のグランプリ作品
同士を比べているからですが…怪談としては他のグランプリ作品に
比べて恐怖が弱めに感じました。SFっぽい面白さとしては最高な
ので、採点に悩みました。

591 6月度 一般審査員I 13 12 12 10 11 58 コロナが20年前、彼女たちは未来から来た人達なのか、もしくは一
瞬20年未来に行ってしまったのか。不思議ですよね

591 2022年、夏 柳家花ごめ 6月度 一般審査員J 15 14 17 15 15 76 非常に興味深い並行世界とタイムスリップがあるような面白い話
だった。どっちにとって、この話が怪談なのかが非常に、読者に
とって混乱したのがもったいないと思った

591 2022年、夏 柳家花ごめ 6月度 一般投票 - - - - - 2.2 -
合計 167 171 195 172 200 907.2

No タイトル 投稿者 受賞月 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

800 差し入れ 柳家花ごめ 9月度 大赤見ノヴ 16 17 17 17 16 83 なんでしょうね…最悪やんけ！と思わず突っ込んだ作品。強烈な怖
さは無いんですが後味最悪な良き作品。

800 差し入れ 柳家花ごめ 9月度 毛利嵩志 15 15 18 15 18 81 ただ青年or若い男としか描写していないので、イメージの暗転に成
功している。ラストを含め、あえて多くを語らないやり方が効いて
いる。さり気なく人怖なテイストも良い。

800 差し入れ 柳家花ごめ 9月度 一般審査員A 16 17 16 16 18 83 道花に供えてあった花束を差し入れとして持ってくるのは罰当たり
も良いところ。そりゃ、体調が良くならないし、完全にファンがや
ることじゃないですね。アンチもしくは自分だけを見てくれという
おかしい人じゃないでしょうか？

800 差し入れ 柳家花ごめ 9月度 一般審査員B 14 15 12 10 15 66 まじでダメなやつですね。絶対いい事はない！作り話だと思います
が読んだだけで嫌な気分になるはなしですね。

800 差し入れ 柳家花ごめ 9月度 一般審査員C 17 17 17 15 16 82 だからプレゼントは怖い。そこに悪意が介在しようがいまいが、受
け取るという行為は同時に相手の想いも一緒に受け取ってしまうそ
こが怖い。前半パートからの急角度の後半パートは読み進めてはっ
としてその意味に気付く、そして納得。怖さと鋭さはポイント高め
となりました。そして誰にでも想像し易い電柱の根元のお花やお菓
子というアイテムをチョイスした点は新しさポイント高めです。

800 差し入れ 柳家花ごめ 9月度 一般審査員D 14 13 17 15 17 76 売れない地下アイドルを応援している健気なファン、といういい話
に見せかけた最悪の展開。この人は本当にファンなのか、何かしら
恨みがあるのか判断できなくてとても後味が悪い話でした。いい意
味で。ただ、ライブのたびに事故現場に新鮮な花が供えられている
という都合のいい状況はほぼないと思うのでそこは冷めた目で見て
しまいました。そこに目を瞑れば人怖とオカルト要素がほどよいバ
ランスで取り入れられたいい話だと思いました。

800 差し入れ 柳家花ごめ 9月度 一般審査員E 15 10 15 10 15 65 嬉しいはずの差し入れがお供え物は、ショックが多すぎます。お供
え物の花なら菊が定番ですけど、お供え物とバレない様に違う花を
選んでたりしてるのかと思うと更にゾッとしました。

800 9月度 一般審査員F 17 15 16 15 16 79 ファンからの差し入れ、しかも、綺麗な花束だったら、アイドルの
人達はやっぱり嬉しいだろう。勿論、花束に限らず、気持ちが感じ
られるものであればきっと嬉しいに違いない。ただ、プレゼントの
中には、ストーカーがよくやるように、盗聴器を仕込んでいたり、
爪や髪の毛といった気持ち悪いものを入れていたりというものもあ
るようだから、これも何らかの呪いみたいなものが体調不良を起こ
しているのかな、とは思いましたが、まさか事故現場の献花をプレ
ゼントしていたとは！本当にそういう事をしていそうな人もいそう
だと思ったら怖い。

800 9月度 一般審査員G 18 15 17 10 18 78 これめちゃくちゃ怖い！ヤバい人怖ですよね…本当のファンなの
か、何か陥れようとしているのか。色々と考えるとめちゃくちゃ怖
い！またオチの意外性もあったのでその点は高得点としました。ま
さかそんな所から花を仕入れていたのか！！と。しかし送られた方
にしか災い⁈が無いのが納得いかないというか…送った方にも何か
バチが当たればいいのにと思ってしまった私です。その方も本当に
気の毒というか…変なファン⁈に魅入られてしまって、早く気が付
いて良かったですね。

800 9月度 一般審査員H 15 15 5 15 15 65 花ごめさんの怪談は、美しいですね。導入からオチまでが秀逸。逆
人情話が読めて最高です。風邪ひきそうなぐらい緩急が強すぎます
ね。

800 差し入れ 柳家花ごめ 9月度 一般審査員I 15 12 11 10 11 59 男の子はなんのためにアイドルにそんなことをしたのか？お供えの
花を持ち帰ろうなんてなんで思ったのか？これ以上、アイドルさん
に何もなければいいが

800 差し入れ 柳家花ごめ 9月度 一般審査員J 16 17 18 13 18 82 ストーカー的なものからの呪いのような負の感情が入った贈り物を
送られたことがわかってしまったときの、主人公のゾットした気持
ちが伝わってきたとても良い話だった

800 差し入れ 柳家花ごめ 9月度 一般投票 - - - - - 7.6 -
合計 188 178 179 161 193 906.6

No タイトル 投稿者 受賞月 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

50 1月度 大赤見ノヴ 16 16 17 17 18 84 リアルに初月でショートの完成系が出たなというぐらい秀逸な作品
です。ユーモアさの出し方が、さすが。

50 1月度 毛利嵩志 12 12 15 20 20 79 同一人物の声という真相と思うけど、直感的にはわかりにくく、最
後のオチを生かす工夫がもうひとつ欲しかった。とはいえユーモラ
スな文体には味があり、アイデアもシンプルだがおもしろい。

50 1月度 一般審査員A 12 12 18 18 18 78 個人的な採点の基準ですが、M-1みたいに最初に出てくる話を基準
にしたいと思います。動画に聞こえた声はオカマの霊じゃないかと
いうことで興味深い話だなと思っています。他の階は通常営業して
いるということで、不法侵入にはならないというのもまた異色だ
なって思っていますが、あんまり怖くないなって思っています。な
ので、怖さの点数は平均的にしました。

50 1月度 一般審査員B 10 12 10 13 11 56 オネエの霊はほとんど聞いた事が無いですが実際に遭遇したら二重
に怖いかも知れませんね。

50 1月度 一般審査員C 16 19 19 20 18 92 ユーモア特化怪談此処に極まり。幽霊とは本来怖い存在ですが、一
気にイメージが変わりますね。当たり前だと思いますがオカマさん
の幽霊だって居て当然だと思います。むしろ生前に秘めていた趣向
や癖が失う物が無くなる事により完全解放されると思います。短い
文の中での鋭い緩急そして目の付け所の新しさ共にお見事です。

50 1月度 一般審査員D 10 14 16 17 16 73 怖さはあまりないものの、新しさとユニークさが際立ってて個人的
にとても好きなお話です。こういう怪異もあっていいですね。心ス
ポへ行って現場では何も起きていなかったのに、後から映像を見た
ら…という展開はよくあるので、2回行って2回とも怪異に遭遇でき
る確率と都合の良さはちょっとうーん？となってしまいました。実
際別人の声かもしれないけれど、今回の場合はユニークな展開の方
が面白いし好きなのでそちらで解釈しました。どちらだろう？と読
者に考えさせるのが好きじゃない人にとっては面白さがあまりない
かもしれません。

50 1月度 一般審査員E 10 20 20 20 20 90 最後のオチが強烈なお話は、オチが分かっていて再度読むと、どう
しても怖さが半減してしまいますね。心スポがおかまバーの跡地で
男女の霊ではなくて同一人物だったかも知れないと言うのと、「お
帰りなさい」と「帰れ」のニュアンスの使い分けは二回目に読んで
も秀逸でした。

50 1月度 一般審査員F 15 14 14 16 14 73 怖さよりもユーモアさの方が若干強く感じるお話でした。動画に声
が入る、というのは勿論怖くはありますが、それが一回目は女性の
声で、二回目は男性の声だった訳だけど、それぞれ別々の男女の
声、という事ではなくて、オカマバーのとある一人のオカマさんの
霊の声だった、というオチが面白い。ただ、店の扉が一回目は鍵が
かかって閉まっていたけど二回目には開いていた。その違いは何な
のか？閉まっていたらその時は女性で、開いていたら男性、という
合図なのだろうか(笑)？

50 1月度 一般審査員G 15 15 15 15 18 78 よくある心霊スポットの話かぁ…。と思いながら読んでいたのです
が、最後で爆笑！まさかのオチに拍手ですね〜！本当、ショート怪
談として秀逸だと思いますよ。もちろん最後までずーっと怖い、息
を呑む様な話しは好きですけど、こんな怪談も良いですね！短い中
にも、この店では何があったのかなぁとか色々と想像しちゃって、
ドラマすら感じられて面白かったです。なので怪談では珍しくユー
モアの点や意外さでも高評価を付けさせて頂きました。

50 1月度 一般審査員H 10 10 10 15 15 60 やっぱり何度読んでも友達に話したくなる怪談ですね。オチのイン
パクトが大きいので陽気な面白さナンバーワンです。「怖さ」の描
写が弱い点だけおしい気持ちになりました。

50 1月度 一般審査員I 11 12 11 12 10 56 男女の幽霊ではなく1人の幽霊だったのかもですね。ふざけてやっ
てきたから撃退された感じなんですかね。怖くはないですが冷やか
しお断り的な感じはおもしろいかもです。もう行かないことをおす
すめしたいな

50 1月度 一般審査員J 15 15 18 19 15 82 オカマバーのシュールな怪談となっていて、ユーモアが非常に良
かった。しかしながら、冷静に読むと普通に怖い。今でも営業して
いるのか？とも思わせたが、最後のなんのために追い返す事になっ
ていたのかが気になった。

50 1月度 一般投票 - - - - - 5.4 -
合計 152 171 183 202 193 906.4

No タイトル 投稿者 受賞月 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

931 コロッケ 半分王 10月度 大赤見ノヴ 15 15 16 15 16 77 初めに「？？？」をぶん投げて最後にガッツリ回収しに行く構成の
うまさ。

931 コロッケ 半分王 10月度 毛利嵩志 15 18 18 18 20 89 「怖い」描写をほとんど書くことなく、ホラーとして成立させてい
るその手腕と、ほのめかしさえも最小限でまとめた作者の勇気を買
いたいと思う。こういうときに踏みとどまるのは難しいものなの
だ。

931 コロッケ 半分王 10月度 一般審査員A 12 12 12 12 12 60 比喩表現として人間をジャガイモだと思えば緊張しないという言葉
があります。この人は本当に人間をジャガイモだと認識して食べて
しまったのかな。材料はまだまだあるって言っているからそういう
ことなんだろうな。

931 コロッケ 半分王 10月度 一般審査員B 10 8 13 14 10 55 人をじゃがいもに見立てるのはいいんですが主人公が大好きな物に
した方が怖さが増すような気がします。好きなものがいっぱいあ
る、まだまだ食べれるみたいな感じですかね。

931 コロッケ 半分王 10月度 一般審査員C 17 16 16 17 17 83 人をジャガイモに形容したユーモア怪談。出された物はきっちり残
さず、食べきって下さいね。人を石ころだと思ったら緊張しないと
いうのは聞きますが。この場合はジャガイモですか…妙に納得で
す。切る、潰す、焼く、煮る、蒸すなどの工程は食べ物を美味しく
いただく為の作業ですが、しかし食べ物の目線から見たらこうも残
虐な行為はないですね。そして料理も殺しもやってる事は同じ、慣
れちゃえばどうって事ない。ヒトコワサイコパスの思考に触れた気
づき怪談。

931 コロッケ 半分王 10月度 一般審査員D 17 14 18 17 18 84 なんの話だろう、と思って読んでいたら最後の最後に急展開で一気
に脳が覚醒しました。「緊張したらジャガイモと思え」私も言われ
たことがあるなんてことない例えが、こんな話になるのかという発
想が素晴らしい。そこはかとないじっとした雰囲気が漂っており、
鋭さよりユーモア、新しさが際立っていると思います。

931 コロッケ 半分王 10月度 一般審査員E 10 15 18 18 18 79 「人間をジャガイモだと思えば…」という所の目の付け所は面白い
けれど、最後の「材料はまだまだある。
全部食べ切らなくては。」では、やはり怖さは感じられませんでし
た。もっと怖さが倍増する一文が欲しかったです。

931 10月度 一般審査員F 17 16 16 17 17 83 美味しそうなコロッケを想像していた。そして、ポテトフライやビ
シソワーズやポテトサラダとお料理の名前が挙がっていく毎にお腹
が空いてくる。ジャガイモが沢山あって、それを料理しているんだ
ろうな…。でも、それがどう怪談と結び付いていくんだろう―と
思っていたら、どうやら文字通りのジャガイモではない？人前で緊
張する時は人間をジャガイモだと思えば緊張しない？いや、確かに
それはよく言われる喩えだけれども…。という事は、今、料理して
いるのは…？材料はまだまだある…？全部食べきらなくては…？想
像すると怖いでしょうよ。確かにユーモアだけど、ブラックです
ね。

931 10月度 一般審査員G 18 16 17 15 15 81 本当、面白い！読み始めは「この話しどこから怖くなるんだ⁇」と
ちょっと心配になるくらいの、ほのぼの料理ポエムみたいな感じな
んですけど、後半の背筋が凍るオチ。この緩急が好きですねぇ〜！
数回読んでしまいました。怪談には珍しくユーモアの点でも高得点
を付けましたし、他の点でも高評価を付けています。全体的にバラ
ンス良く高得点な怪談だったのではないでしょうか！

931 10月度 一般審査員H 20 15 10 15 15 75 人怖怪談の変化球みたいなお話。お腹が空きそうなシズル感から一
気に緊張感を感じました。全部食べ切らなくては…その使命感が嫌
ですね。

931 コロッケ 半分王 10月度 一般審査員I 11 12 10 10 11 54 えーじゃがいもって人間のことですか。。。そんなたくさんの人を殺
しちゃったんですか？でもじゃがいもが人間ならコロッケやその他
メニューもむずかしいのでは

931 コロッケ 半分王 10月度 一般審査員J 15 15 16 18 15 79 人間をコロッケや人ではないものに例えて、緊張を解すものを思っ
ていたら、人間を刈り取っているような記述がとても怖かった。

931 コロッケ 半分王 10月度 一般投票 3.3 -
合計 177 172 180 186 184 902.3

No タイトル 投稿者 受賞月 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

514 庭に何かある hama 3 5月度 大赤見ノヴ 16 16 16 16 15 79 文頭が好きです。一気に怪異へ誘われる感じ。何もわからないから
こそ勝手に読み手が想像できる、いや想像したくなる作品です。

514 庭に何かある hama 3 5月度 毛利嵩志 15 15 18 12 18 78 ラストに噴出する怨念が良い。ただ構造的には「私の不安とは、実
は……」というのがオチなので、その「不安」が出てくるのが後の
方なのはちょっともったいないなと思う。

514 庭に何かある hama 3 5月度 一般審査員A 15 16 14 14 16 75 今でこそWBDの一員であるhamaTimeだけど、この時は蚊帳の外。
ひいき目なしに怖い話だなって思います。主人公が呪いを仕掛けた
側というのが面白く、相手がじわりじわりとおかしくなっていく描
写がリアルだなって思いました。呪いは成功した。さて、この後主
人公はどうなるのか？　それはみんなの想像にお任せですね。

514 庭に何かある hama 3 5月度 一般審査員B 13 12 10 7 12 54 助けを求められる間柄なのに、実はその相手を呪うくらい憎んでい
るというのが怖いですね。仲良しと思っている相手が自分に殺意を
いだいていると思うと怖悲しくなります。

514 庭に何かある hama 3 5月度 一般審査員C 16 16 16 15 16 79 呪い成就。プラセボ効果の真逆ノーシーボ効果でしょうか。具体的
な呪い方は分からないですが、一体、二人の間に何があったのか？
色々とバックボーンがそこにある様で少し興味が湧きました。徐々
にだが、確実に狂ってゆく人の様をまるで楽しんでるフシすら垣間
見る、女のドス黒い欲がまた怖く良かったです。

514 庭に何かある hama 3 5月度 一般審査員D 16 15 13 16 13 73 結末が個人的にストンと落ちて好きです。彼の眼には何が見えてい
たのか興味深いです。呪いの種類にも色々あると思いますが、徐々
に心を蝕まれ、最終的に命を奪われる様子を彼女はどんな気持ちで
見ていたのでしょうか。彼女の「心配」の意味がそういうことか、
と気付いた時の気持ち良さもありつつ、最終的には自分の呪いが成
就するのを観察しているという人の心の闇が垣間見える怖いお話で
した。大きな意外性はなかったのと新しさはあまり感じなかったの
でその点だけは他よりやや低めの点をつけさせていただきました。

514 庭に何かある hama 3 5月度 一般審査員E 10 15 15 10 10 60 最後のオチが分かっていて再度読むと、彼に寄り添って心配してい
る所が違和感にしか思えなくなってしまいました。

514 5月度 一般審査員F 18 17 16 17 18 86 これはなかなか鋭さもあっていい作品だと思いました。最初は、彼
が庭に何かある、と気配を感じるようなのだが、実際に見ても何も
ない、という事が続いている、と投稿者が相談を受けているところ
から、どういう展開になっていくのか、と思っていたら、まさかの
呪い！しかも、投稿者がかけていたものだった―。意外さも高い
し、勿論怖い。途中、枯葉や枯れ枝を部屋に集める彼の姿を見て少
し不安になり、というのが彼を心配しての事ではなく、彼にかけた
呪いが効いていない事を心配していたというのがわかった時、その
サイコパスっぷりにゾッとしました。彼が亡くなったと聞き安心し
ました、という表現が激怖です。

514 5月度 一般審査員G 18 15 15 10 18 76 え〜！人怖ミックス？？？そしてまた最後に良い意味で裏切られる
お話し！大好物です！普通に霊的なお話しなのかと思って読み進め
ていたのですが、まさかのオチ！呪いかけててんかい！みたいな。
めちゃくちゃ恐ろしい！なので怖さの点は高得点としました。また
最後のオチが良かったので、意外性も高得点を付けさせて頂きまし
た。話にスピード感もあったので、とても興味深く読み進める事が
できました。

514 5月度 一般審査員H 15 15 15 20 20 85 ショート怪談なのに、読み応えをしっかり感じる作品。5月の書評
の際にも書かせて頂いたのですが、読了後の考察が最高にたまらん
作品だと思ってます。「私」が「本当に死ぬのか？」と不安になっ
ていたのかも！と考察が膨らみますね。何度読んでもめちゃくちゃ
好きな怪談です。

514 庭に何かある hama 3 5月度 一般審査員I 12 11 12 11 12 58 誰が誰にかけた呪いなんでしょう。お庭から落ち葉とか集めてきた
ものに自分で放火したのでしょうか？誰が誰にかけた呪いなのかま
た語り手は何者なのかな

514 庭に何かある hama 3 5月度 一般審査員J 18 18 18 15 18 87 呪を実施下側の話として、とてもおもしろい切り口だった。呪った
相手がしっかり呪われえいるのかを確認するとともに本人が不安に
思っている情景が非常に怖かった。

514 庭に何かある hama 3 5月度 一般投票 - - - - - 9.8 -
合計 182 181 178 163 186 899.8
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No タイトル 投稿者 受賞月 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

609 7月度 大赤見ノヴ 17 16 16 16 18 83 何回か見直すとめちゃくちゃ怖い…これショートドラマでムロツヨ
シさんと佐藤二郎さんで見たいです。

609 7月度 毛利嵩志 15 15 15 18 15 78 意図したのかわからないけれど、最後のやり取りがどこかユーモラ
スなのが◎。意外性も良い。ただ最後は「笑顔」の方がハマりそ
う。金城さんのくたびれた外見を描写してあげるといいかも。

609 7月度 一般審査員A 16 15 16 16 17 80 この作品を読んだうえでタイトルを見返すとしっかりと意味のある
ものになっているのは良いなって思いました。自分が使っていた従
業員が亡くなったということは、首が折れ曲がった男は元従業員。
そして、首が折れ曲がった男も金城さんのことを認識しているかの
ように警備モニターを見ている。因縁めいた構図なのはたまらない
けど、何にも関係がない比嘉さんのこれからがちょっと心配になり
ますね。

609 7月度 一般審査員B 13 12 10 11 10 56 警備をするビルの心霊現象と人が死んだのを目の当たりにした人の
大丈夫です！が怖さのポイントなんでしょうがもう一捻り欲しかっ
たですね。たとえば大丈夫です。知ってる顔なんで。とか。

609 7月度 一般審査員C 16 17 17 16 16 82 はい来ましたね。闇深き怪談、この短い文章で金城さんは以前に公
には決して出来ない事に手を染めてしまったと読んだ人全員に瞬間
的に伝わる良き胸糞不快談。首が折れ曲がっている霊はビジュアル
的にもインパクト絶大ですね。もし自分がそれを画面越しで見たと
しても絶叫出来る自信があります。それくらいの思い切りの良さも
ありました。

609 7月度 一般審査員D 15 17 15 16 16 79 転職早々、怪異に遭遇したら、私ならすぐ辞めます。不気味な怪異
に遭遇したとしても、現実に起きた出来事の方が金城さんにとって
は恐ろしいことだったのかも、と思うと心が痛みます。これは創作
ではなく、実際に起きたことなのでは…？と思ってしまい、個人的
に点数をつけるのに気が引けました。現実に起きる怪異は、こうい
う日常の中に静かに潜んでいるものだと思っているのでリアリティ
がありざらりとした気味の悪いさが残る話だと思いました。

609 7月度 一般審査員E 18 10 15 15 15 73 こんな状況には慣れたくないし、こういう経験を活かせる仕事は、
そうそう無いとは思いますが、心霊も絡んでいますが、「経験ある
ので大丈夫です」と平然と言える金城さんに怖さを感じたのでヒト
コワになるのかなと思いました。

609 7月度 一般審査員F 16 16 16 15 17 80 金城さんの言う経験とは、霊の姿を見慣れている、という事に他な
らないと思うけれど、前職で社長をしていた時、従業員が自殺して
しまった為に業界にいられなくなって警備の仕事を選んだという事
だが、自殺してしまった従業員は何人もいたのだろうか？それとも
一人の従業員が自殺していて、金城さんの前に度々現れていたのだ
ろうか？何れにしても、慣れるぐらい霊を見ているという事は、相
当恨まれていたのかもしれないですね。モニターに映った男は自殺
した従業員だったのでしょうか？

609 7月度 一般審査員G 18 15 15 10 17 75 なんだか色々な思いがめぐる怪談ですした。怖さの点では申し分な
く高得点を付けさせていただいたのですが、背景を色々と考えると
可哀想なでそして気の毒な、色々な感情になりますね…。しかも首
の折れ曲がった映像見ても動じないって！！どんだけ怪異を体験し
てんだって話では汗。ある意味肝の座った感じも凄いなぁと思った
り…なので前の職場での体験や、この今の職場での怪異など他の現
象にも興味が湧きました。ちなみに私はこんな所ではもちろん働け
ません〜泣

609 7月度 一般審査員H 15 15 10 10 15 65 彩度がとことん低い映像で再生されるんですよね…この怪談。金城
さんの「経験あるんで〜」は目の前で見ちゃったの？？と考察が捗
ります。しっかり幽霊がモニターに出ているはずなのに、社員の自
殺に遭遇しても社会の中に入ってる金城さんが一番人怖に感じるの
は私だけでしょうか…

609 7月度 一般審査員I 13 12 10 10 12 57 金城さんの自殺した社員さんもその後、金城さんの前に現れていた
んでしょうね。だから慣れっこになっていたんでしょうね。警備員
じゃなくても他にもあっただろうになぜ警備員になったんでしょう
ね

609 7月度 一般審査員J 15 17 15 14 17 78 警備員の怪談は、よくある怪談の話かと思いきや、主人公の相手に
ある自殺された方の話と心霊現象がマッチするという非常に怖い話
灯った。

609 7月度 一般投票 - - - - - 3.3 -

合計 187 177 170 167 185 889.3

No タイトル 投稿者 受賞月 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

93 2月度 大赤見ノヴ 15 15 16 16 15 77 謎を残したままなのに、なんですか？この不気味さは。ガツンと来
る怖さは無いですが良きです。

93 2月度 毛利嵩志 12 15 15 18 20 80 それが何なのか説明はしないかわりに、ばぁん、という音と湿り気
のある声、肉の潰れる感覚などを描写し、イメージの立体化に成功
している。最後の一文がちゃんと「顔を潰してからドアを開けた」
とわかるのが良い。

93 2月度 一般審査員A 14 13 14 15 14 70 親父さんがさも平然としながら何者かに対応しているのが怖いです
よね。一度だけだったらびっくりするけど、それが定期的に出てき
たら当たり前になってしまう。日常の一部になってしまうのは逆に
やばいかなって思いました。

93 2月度 一般審査員B 12 10 13 12 13 60 壁から顔が出ていて、すぐさまカバンで潰すのは自分には出来ない
ですが、話の中の家族は平然と潰せるのが怖いですね。

93 2月度 一般審査員C 15 17 16 17 17 82 とても軽くそして蚊でも潰す様な感覚。人間慣れてしまえば強いも
のですね、ありえない事態も途端に日常の一コマになり得る。
シュールであり怪異とヒトコワも織り交ざり一度で二度おいしい贅
沢短怪談。それより会社に遅れる方が余程怖い？のでしょうかね。
若干の闇も有りでした。強いて言うならもう一つ踏み込んだ展開が
欲しかった

93 2月度 一般審査員D 11 11 12 13 12 59 ほぼオノマトペで完結しているお話という印象。怪異そのものは、
実際自室の壁から首が生えていたらと考えると相当気持ち悪い。気
色の悪いオノマトペのチョイスが絶妙に上手いと思いました。この
状況に慣れたお父様はだいぶ前から経験されてきた、ということな
のでしょうか。それほど大きな音が響くのに、何故これまで聞いた
ことがなかったのか少々疑問です。自分が見えるようになったから
急にお父さんが叩き潰す音も聞こえるようになった？その設定には
無理を感じます。

93 2月度 一般審査員E 10 15 15 20 15 75 お父さんは引っ越そうとは思わなかったのかな？慣れてしまえば怪
奇現象も平気になるのかな？主人公も慣れてしまうのでしょうか？
疑問がふつふつと(笑)。これが毎日だと流石につらいと思いまし
た。

93 2月度 一般審査員F 16 15 17 17 16 81 いきなりのホラーな展開。部屋の壁から顔が生えてるなんて！鞄で
叩き潰した時の描写がなんともまたリアルっぽくて気持ち悪い。
「今に慣れるさ」と新聞を読みながら平然と言い放つ父親もまた凄
い。こんな奇妙な現象を事もなく受け入れている父親がある意味一
番怖いのかもしれない。【ばぁん！】という音の響きはなかなか
ユーモラスで面白いですね。タイトルの付け方にセンスを感じま
す。

93 2月度 一般審査員G 15 14 14 10 14 67 壁から顔が出てくる怪異はもちろん怖いですけど、その現象が普通
になってるお父さんの方が怖いなぁと感じたお話しです！文章表現
にも工夫がしてあり、読みながら状況を色々と想像してしまい怖さ
も増すような感じがしました。しかしなぜその様な怪異が起こるの
か、そしてお父さんはなぜそんなに冷静にその現象を受け止めてい
るのか⁇等等色々と疑問は湧きますが…普通にこんな事が起きたら
怖いですよね汗

93 2月度 一般審査員H 15 15 15 20 15 80 プロローグとしてカンペキな怪談だと思ってます。解決しておら
ず、ここからが物語の始まり。そんなワクワク感が強い作品に感じ
ました。私はこういう少年誌みたいな設定が大好きなのでユーモア
を高得点にさせて頂きました。

93 2月度 一般審査員I 13 12 12 12 12 61 顔はなんなんですかね？潰しても出てくるのは同じ顔なのか新たな
顔なのか？新たな顔だとしたら怖いなと。そして慣れっこなお父さ
んも怖い。引っ越したりしないで慣れることを選んだのか

93 2月度 一般審査員J 15 15 15 18 13 76 どういう意味での壁からの顔なのかが非常に気になった。だが、主
人公の父も見えていたと思われる描写で終わるところが非常にユー
モアさがあって良かった。

93 2月度 一般投票 - - - - - 13 -
合計 163 167 174 188 176 881

No タイトル 投稿者 受賞月 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

435 病院の噂 ななめごはん。 4月度 大赤見ノヴ 15 15 15 16 16 77 ショート、更にショート！よくこれだけ文字数削れたなという感
想。ちゃんと怖いです。

435 病院の噂 ななめごはん。 4月度 毛利嵩志 12 15 15 18 18 78 掌編ながら飾らずにストンと落とす作品。その潔さが心地よい。た
だ「その男の子も幽霊なのか？　逆に生きてる人間？」などと考え
てしまうので、特別の意味がないなら少しもったいなかったかも。

435 病院の噂 ななめごはん。 4月度 一般審査員A 13 12 12 16 14 67 視えない人が怖い話をしているというちょっと不思議な話で、お前
らが怖いでというツッコミが入りそうな話なのが面白いですよね。
実際問題、話している人たちは何者なんだろうか。残留思念という
類なのかどうかは分からないけど、実際に自分が体験したら嫌な話
なのは間違いないと思います。

435 病院の噂 ななめごはん。 4月度 一般審査員B 8 10 15 13 12 58 幽霊の話をしてる霊なんで、生き霊の可能性もありそうですね。オ
チ的にその声を聞いているのが体操座りしている子だったら訳がわ
からなくなりますね。

435 病院の噂 ななめごはん。 4月度 一般審査員C 15 17 18 19 17 86 上手いです！まんまと裏切られた短い怪談。鋭く、ありそうで無
かった新しさ、ユーモアと意外さがギュッと詰まった作品。それと
無邪気な会話から想像するに子供の霊？ですかね。ずっと未成仏で
あるようで自分がもう亡くなった事にすら気付いていない哀れな存
在なのかと物語の裏側も想像が広がり深かったです。完全に見せな
い、引き算の怪談のお手本のよう。

435 病院の噂 ななめごはん。 4月度 一般審査員D 11 18 12 15 15 71 キレのある書き方でとても面白いです。個人的に質のいい短編作品
としてとても好きです。ただ、怖さの面ではやや低めなので点数は
低めです。そこが唯一残念なところ。それ以外は書き方がシンプル
で分かりやすく、最後にすとん、と綺麗に落とされる感覚は読んで
いてとても気持ちがいいです。

435 病院の噂 ななめごはん。 4月度 一般審査員E 10 10 10 10 10 50 これぞショートという怪談ですが、最後の一文で怖さが分かるお話
は、オチが分かってしまって読むと怖さも意外さも半減してしまい
ますね。

435 4月度 一般審査員F 16 15 15 16 16 78 最初、普通に病院の中で霊が出る、という噂話をしている二人の会
話から、どんなホラーな展開になるのだろう、と思っていたら、実
はそんな会話をしている二人自身も幽霊だった、というシンプルだ
けど怖いオチでしたね。幽霊が、幽霊が出るという事を怖がるとこ
ろがユーモラスで面白いと思いました。実際、自分がそんな会話を
耳にして、そこには誰もいなかったらやっぱり怖いと思ってしまう
んだろうけど、ちょっと笑ってしまいますね。

435 4月度 一般審査員G 19 18 19 13 20 89 テンポも良く、話の構成から描写も上手い！なおかつ最後は良い意
味でガッツリ裏切ってくるこの感じ…最高でしたね！ショート怪談
ではありますが、濃厚な怪談を一本読んだ位の満足感！怖さの点、
新しさ、は高得点を付けさせていただきましたし、意外性において
は満点をつけました〜！全体的に高得点！本当に小気味良い面白い
お話しでした！　あ、でもこれ本当に体験したら絶叫ものですけど
汗

435 4月度 一般審査員H 10 10 5 10 15 50 え！？そっち？？と読者がやられた〜と思えるようなオチが上手い
作品。尖った恐怖はありませんが、シンプルなオチうまに感心しま
した。怖さに関しては、読み手の想像に依存している内容なので、
一滴の怖さが欲しかったです。

435 病院の噂 ななめごはん。 4月度 一般審査員I 12 13 12 14 12 63 幽霊さんも幽霊さんが怖いという可愛いおはなしですよね。どうだ
ろ幽霊が幽霊を怖がる会話を聞いてしまったら笑っちゃうだろう
か？それとも声が聞こえたことが怖くてブルブルしちゃうだろう
か？少し体験してみたいかもしれない

435 病院の噂 ななめごはん。 4月度 一般審査員J 17 17 15 17 18 84 展開の持って生き方が非常に秀逸と思う。病院には、生きていると
おもっているナニかがいるのかもしれないと改めて感じさせても
らった。

435 病院の噂 ななめごはん。 4月度 一般投票 - - - - - 4.3 -
合計 158 170 163 177 183 855.3

No タイトル 投稿者 受賞月 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

301 影鳥居 クダマツヒロシ 3月度 大赤見ノヴ 16 17 16 16 16 81 ラストで一気に恐怖へ誘われる構成のうまさ。ただその恐怖も不穏
さと不気味さと謎を漂わせているのでしばらく脳裏に内容がちらつ
いてしまう作品。

301 影鳥居 クダマツヒロシ 3月度 毛利嵩志 18 18 15 12 18 81 うす気味悪さがうまく演出できていて◎。ただ「優さんの父」なの
で、視点は優さん中心に統一する方が自然。前半の体験談は伝聞調
など（「〜したそうだ」etc）でまとめたらより良いと思う。

301 影鳥居 クダマツヒロシ 3月度 一般審査員A 12 13 13 12 13 63 巨大な鳥居の意味がよく分からない不思議な話ですよね。そして、
なんで奉納という紙が挟まっていたのか。父親が亡くなってしまっ
たのは偶然なのか。もしかしたら、何らかの儀式の生贄になってし
まったのか。想像を膨らませてしまう話ですね。

301 影鳥居 クダマツヒロシ 3月度 一般審査員B 11 10 13 8 13 55 やっぱりよくわからない話ですね。鳥居と父親の自殺、そして奉納
そこに何の関係性があるのかが、わからないんですよね。鳥居を呼
び出して神の世界に引きずり込んで自殺させて、生け贄にするみた
いなことですか？それを仕向けた人間がわざわざ奉納と書いた紙を
仕込んだと、、、

301 影鳥居 クダマツヒロシ 3月度 一般審査員C 15 14 14 14 13 70 まるで捧げモノですかね。淡々とそして粛々と進む文章が運びが印
象的でした。部屋の中でみる鳥居らしき存在は何処か神秘的であ
り、畏怖すら漏れ出ていました。個人的にはもっと騒がしくそして
不快でより具体的に幽霊なら幽霊、ヒトコワならヒトコワと攻め
きって欲しかったです。どうしても物足りなさが拭いきれなかった
です。

301 影鳥居 クダマツヒロシ 3月度 一般審査員D 14 12 15 12 13 66 タイトルでかなりわくわくさせられたものの、最後まで読むととて
もやりきれない気分になるお話でした。「奉納」となっているもの
の、お父様は自分の意思で本当に自らの命を絶ったのでしょうか。
何かにたまたま選ばれてしまってあのような結末になってしまった
のでしょうか。そして、それをわざわざ家族に伝えに来たのは何故
なのでしょうか。謎が尽きないお話でした。

301 影鳥居 クダマツヒロシ 3月度 一般審査員E 15 5 15 10 10 55 「影鳥居」のタイトルも内容も新しいと思いますし、最後の奉納と
書かれた小さな紙はゾッとしますが、強烈な怖さは感じられません
でした。出だしの「優さんの父の体験談」がやっぱり違和感有りで
す。

301 3月度 一般審査員F 17 17 17 15 17 83 〈巨大な鳥居〉らしき影は一体何を表していたのだろう。その影を
見た優さんの父親がその日の夕方に自室で首を括って自殺してい
た、というのは不気味で怖い。鳥居というと、神社を連想するし、
どちらかといえばいいイメージで捉えがちだけれど、この巨大な鳥
居らしき影は死へと誘う何かの暗示だったのだろうか。香典の中に
〈奉納〉と書かれた紙が挟まってあった、というのも不気味だ。優
さんの父親は何者かの意図によって奉納品にされた、という事なの
か。

301 3月度 一般審査員G 15 14 15 10 15 69 凄く怖い、恐ろしいというお話では無いのですが、不思議な感じ
と、お父さんがなぜ自死されたのかなど色々と考えると悲しい気持
ちになるお話しでした。実際の体験談ともなると、本当に残された
家族は大変だったでしょうね。しかし鳥居の陰が謎ですね…でもお
父さんの死と何か関連はあるとは思うのですが。一つ一つ全てが謎
すぎて逆に考察しがいのあるお話しなのでは無いかと思いました。

301 3月度 一般審査員H 15 10 10 10 10 55 カジュアルな内容が多いショート怪談の中で、じっくりねっとりし
ている作品。考察好きにはたまらない、ほどよい情報量の状況描写
が大好きです。もっと詳しく読みたい！長編で読みたい！と思える
作品のひとつです。

301 3月度 一般審査員I 12 12 11 10 12 57 お父さんは奉納されてしまったようですね。奉納とかされたくない
ですよね。なぜお父さんが奉納されたのか。。。めちゃくちゃ謎です
ね。鳥居はなぜ現れたのか。謎しか残らない

301 3月度 一般審査員J 15 15 18 15 15 78 鳥居の意味は何だったのかよくわからない。何かの理由で主人公の
父が自分の命を捧げる必要があったのかがよくわからない怖さが
あったのが良かった。

301 3月度 一般投票 - - - - - 35.9 -
合計 175 157 172 144 165 848.9

前職の経験を御社で
活かしたいと思い応
募しました

でんこうさん

前職の経験を御社で
活かしたいと思い応
募しました

でんこうさん

前職の経験を御社で
活かしたいと思い応
募しました

でんこうさん

前職の経験を御社で
活かしたいと思い応
募しました

でんこうさん

前職の経験を御社で
活かしたいと思い応
募しました

でんこうさん

前職の経験を御社で
活かしたいと思い応
募しました

でんこうさん

前職の経験を御社で
活かしたいと思い応
募しました

でんこうさん

前職の経験を御社で
活かしたいと思い応
募しました

でんこうさん

前職の経験を御社で
活かしたいと思い応
募しました

でんこうさん

前職の経験を御社で
活かしたいと思い応
募しました

でんこうさん

前職の経験を御社で
活かしたいと思い応
募しました

でんこうさん

前職の経験を御社で
活かしたいと思い応
募しました

でんこうさん

前職の経験を御社で
活かしたいと思い応
募しました

でんこうさん

ばぁん 猫科狸

ばぁん 猫科狸

ばぁん 猫科狸

ばぁん 猫科狸

ばぁん 猫科狸

ばぁん 猫科狸

ばぁん 猫科狸

ばぁん 猫科狸

ばぁん 猫科狸

ばぁん 猫科狸

ばぁん 猫科狸

ばぁん 猫科狸

ばぁん 猫科狸

病院の噂 ななめごはん。

病院の噂 ななめごはん。

病院の噂 ななめごはん。

影鳥居 クダマツヒロシ

影鳥居 クダマツヒロシ

影鳥居 クダマツヒロシ

影鳥居 クダマツヒロシ

影鳥居 クダマツヒロシ

影鳥居 クダマツヒロシ


